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歴史的な アプリ力訪 問旅行における第2の 滞在地 アクラで

テ レビのインタ ビューのため に準備 をするゴー ドン･B･ヒ ン クレー大管長 。

写真/ス ティーブ･フ ィデル。『チャーチニューズ』の厚意によb掲載。

指導者であるヒンクレー大管長は大統

領 に次のように語った。｢わ た したちは

教会の会員を収容できる建物 をこの国

にもっとたくさん作 ろうと考 えていま

す。恐 らく神殿 もこの地に建てること

になるで しょう。｣

ロー リングス大統領 はヒンクレー大

管長 に,教 会をこの国に受け入れ教会

の 目的が達成できるように支援すると

語った。末 日聖徒が政府 に反対する行

動を取 ってい るとい う誤 った報道が流

されたため,ガ ーナ政府 は1989年 に教

会 を閉鎖 した。その ようない きさつが

あるだけに,大 統領のこの言葉 には特

別な意味がある。当時,教 会は封鎖さ

れ,警 察の監視下に置かれ,会 員は自

分の家の中で隠れて集会を開 くことし

かで きず,外 国人宣教師はすべて国外

へ追放 された。

宣教禁止令 は,1990年12月1日 に撤廃

されたが,1998年2月16日 にガーナの大

統領 とヒンク レー大管長の問で行 われ

た会見によって,1989年 の 出来事 に公

的な終止符が打たれた。｢争 いのもとと

なった要因を取 り除いていかなければ

な りませ ん｣と ロー リングス大統領 は

語 った。

ゴー ドン･B･ヒ ンクレー大管長 は,

イ ンディペンデンススクウェアに集った

人々に,新 しい神殿の完成には数年を

要す ると語った。｢こ の神殿が完成 され

た暁には,は るばるロ ンドンやヨハネ

スブルクまで行かな くても,主 の祝福

にあずかることができます。｣

ヒンクレー大管長は,神 殿 が

完成す るまでの問,努 力 して神殿

推薦状 を得 ることによ り自らを

備えるよう会員たちを励 ました。

ジョセブ･W･B･ジ ョンソン

にとって,こ の神殿建設の発表

は,15年 間待ちに待ったニュー

スだった。 ジョンソ ン兄弟 は,

西 アフリカの教会 にあって,開

拓者的人物 の一人である。1964

灘

年,末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会の

出版物 と『モルモ ン書』を読 んだジ ョン
なら

ソン兄弟は,こ の教会の様式 に倣って

集会 を開いた。非公式な集会に集 った

人々は,宣 教師がガーナに到着 した1978

年 にバ プテスマを受けることになった。

ジ ョンソン兄弟は,バ プテスマを受

けてか ら数年後に見た夢 を思い出した。

その夢の中で,ジ ョンソン兄弟 は過去

に亡 くなった人々の霊か ら,自 分たちの

ために何をしてくれるのか尋ね られた。

自分に一体何ができるのだろう。 ジョ

ンソン兄弟は,神 殿 に参入で きないで

いる状態で,い ろいろ と思い巡 らした。

ヒンクレー大管長の神殿建設 に関す

る発表を聞 き,ジ ョンソン兄弟 は次の

ように語った。｢こ れか.ら先祖のために
み わざ り

神殿の御業 を始めることがで きます。｣

ホランド長老は,ガ ーナの聖徒たちを

開拓者 と呼んだが,現 代の開拓者と過去

の開拓者の違いを次のように指摘 した。

｢幾 つ もの神権時代 にわたって,聖

徒 たちは集合 してきました。母国を離

れてほかの国に移動 したのです。これ

羅

はほ とん どの神権時代に も言えること

です。ただこの最後の,最 も偉大な神

権時代は別です。｣

｢今 日,わ た したちは,自 分の住 む

土地,国,地 域,国 家,町 で,つ まり,

い なが らにして成長 し,発 展で きるの

です。時 と環境がそのように恵まれた

時代だか らこそ,こ うして教会の大管

長が 自らわた したちの国 まで足を伸ば

して くださるのです。皆 さん全員が ソ

ル トレーク･シ ティーまで行 く必要は

あ りませ ん。 また,世 界中のどこの国

民であれ,ど の国の会員であれ,ソ ル

トレーク･シ ティーまで旅をす る必要

はないのです。ヒンク レー大管長がわ

た したちの国を訪問 し,祝 福 して くだ

さるとは,何 と恵 まれた時代 にわた し

たちは生 を受 けているのでしょう。自
いしずえ

国にいなが ら,自 らの礎 を築 き,成 長

し,発 展で き,偉 大な末日聖徒の伝統

をわた したちの子孫 に連綿 と伝 え,ど

こにあっても成長で きるのです。｣□

『チャーチニューズ』(0わσrσわ1>θWS)の厚意に

よD,1998年2月21日 付けの記事より掲載。

イギリス･7レ ス トン神殿のオープンハウス と奉献

たに完成 したイギリス,プ レス ト

新ン神殿の オープ ンハ ウスが1998
年5月16日 か ら30日 の問に行われた。

神殿の奉献式は,1998年6月7日 よ り

6月10日 の4日 間にわたって行 われ る。

神殿の参入対象区域 に住む会員ができ

るか ぎり多 く参加で きるように という

配慮か ら,奉 献式は15回 に分けて行わ

れることになっている。この神殿 の参

入対象 区域には,ス コッ トラン ド,ア

イルランド,北 ウェールズ,イ ングラ

ン ド中北部 に散在する21の ステークが

含 まれる。儀式執行の部屋が4つ,結

び固めの部屋 が4っ,バ プテスマの部

屋が1つ あるこの新 しい神殿 は,複 合

式建物の一部 となっている。同じ建物

の中にステークセンター,宣 教師訓練

センター,配 送センター,神 殿長夫妻

および宣教師用宿舎を完備 している。

プ レス トンの郊外のチ ョー リーに位

置するこの神殿は教会で52番 目の神殿

となる。 イギリスで最初 の神殿 である

聖徒の道/1998年6月 号

2

ロン ドン神殿 は,リ ングフィール ドに

位置 し,1958年 に奉献された。

プレス トン神殿 の建設 は,1992年,

ロ ンドン神殿の再奉献 の際に当時第一

副管長であったゴー ドン･B･ヒ ンク

レー長老によって発表 された。プ レス

トン神殿 は白いか こう岩 を使 って建築
せんとう

されてお り,ま っす ぐにそびえる尖塔

の先 に金ぱ くの天使モロナイ像が立っ

ているのが特徴である。□
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ようか。｣と語 り,次のように付け加えた。

｢東西両世界間におけるイスラム教 の対

話を見たのは,ア メリカに来て11か 月に

なりますが,こ れが初めてのことです。｣

イスラム教翻訳 シリーズの編集長であ

るイスラム教徒のパルビス･モ アウェッ

ジ博士は,教 義と聖約第93章 か ら聖句

を引用し,末 日聖徒が学問を修め知識

を探求することに対 して熱心であるこ

とを称賛 した後,次 のように語 った。

｢この団体 〔末日聖徒イエス･キ リス ト教

会〕は,キ リス トの教えを忠実に実践 し

人 々に教 え広 めている真のキリス ト教

会 だと断言 できます。 この大学,こ の

教会,ま たそこの学者たちは,キ リス

ト教徒 やアメリカに住む人の価値観 を

変 えるばか りで はな く,全 世界 に住む

人々に恵み をもた らして くれます。末

日聖徒が示す兄弟愛 と思いや りは21世

紀 に向けて我々の子孫 に平和の希望 を

抱 かせ,彼 らが平安に生活できる道 し

るべを示 して くれることで しょう。｣

カリフォルニアに住む下院議員 ロン･

パ ッカー ド兄弟は次のように付 け加 えた。

｢この翻訳 シリーズは,古 代の文化遺産,

すなわちイスラム教世界の哲学者が残 し

ていった思想 と著作 の研究において新
こんにち

たな分野 を切 り開きました。今 日,わ

たしたちはこの偉大な情報の恩恵にあ

ずかれるようになったのです。｣□

『チャーチニューズ』(0加roわ～θwε)の厚意に

より,1998年2月14日 付けの記事より掲載。

難麹1繋ili灘1鰻 》
翻 訳 の 一 鄙 を 見 る ベ イ トマ ン字 長 と ム ノノソ エ ル 入 使 。

写真/マ ーク･フ ィルブリック。

『チ ャーチニューズ』の厚意により掲載。

噛

スミス家の丸太小屋,複 製が完成
シ ョー ン･D･ス タ ー ル

ヨセブ･ス ミスが成人す るまで

ジ住んでいた丸太小屋 は,時 の流
れ と天候 と人の手によって,長 い間荒

らされるに任 されていたが,20年 に及

ぶ調査 と時代考証の末,つ いに再建築

された(ス ミス宅について,詳 しい情

報が必要な方は,添 付の記事｢丸 太小

屋 に8年 間住んだス ミス家｣を 参照)。

1月14日,15日 の 両 日,ス ミス家の

丸太小屋が建 っていた敷地内に,家 の

骨組みが建て られた。

3月 に完成 したスミス宅の複製は,ジョ

セブが1820年 の早春 に家の ドアを開け,

あ の聖なる森へ向かって歩いて行 った

ときのそのままの姿で よみがえった。

教会歴史部の主任調査員でこの建築

の行程 にも携わった ドナル ド･L･エ
こんにち

ンダースは｢今 日,ス ミス宅を再建す

ることは意義深いことであ り,わ た し

た ちにとって神聖 な意味があ ります。

また,こ の家 こそ過去の予言が成就 し

た所です｣と 語った。

｢こ の家の詳細 は,広 範囲にわたる

調査,時 代考証,さ らにはバーモン ト

州 とニュー ヨー ク州西部にある丸太小

屋 を30軒 以上見て回った結果分かった

ものです。れんが造 り,窓,戸,暖 炉,

寝室 わきの通路 は,歴 史的な見地か ら

見て,で きるか ぎり当時の形が再現 さ

れるように復元 しました｣と エ ンダー

ス兄弟は言っている。

｢歴 史 に基づいて正確 に復元 し昔 の

納屋 を再建 できる腕の立つ職人を見つ

けられたのは,･教 会 としては幸 いな こ

とで した｣と 彼は続けた。

この丸太小屋の複製建築 は,七 十人

のマーリン･K･ジ ェ ンセン長老の指

導の下に,教 会史跡委員会が,請 負業

者,建 築家,地 元の作業員との調整 も

含むすべての作業工程 を管理運営 して

行われた。

｢わ た したちはこの歴史 的な事業 に

対 して霊 的な気持ちを感 じま した。そ

して最後 の丸太が置かれた とき,大 き

な歓声がわきましたユ とパルマイラの

史跡で妻のバーバ ラ夫人 とともに奉仕

している広報宣教師 リチ ャー ド･ハ ー

バー トソン長老は語 った。

複製の建築作業 はセ ミトレーラーが

丸太 を積んでス ミス宅があった敷地に

到着 した1月14日 か ら始 まった。

吹雪や凍 えるような寒 さのため,建

築 を延期 しなければならない ような状

況 に追い込まれたこともあったが,パ

聖徒の道//998年6月 号

4

ルマイラ地区の史跡を監督す るチ ャッ

ク･キ ャンフィール ド長老は,計 画 を

押 し進める決断を下 した。

｢実 はその後,天 候 が回復 したので

す よ｣と キャンフィール ド長老 は語 っ

た。吹雪は収 ま り,気 温 も上昇 した。

その 日の夜,作 業 を終えるに当って祈

りをささげるまで二度 と雪 は降 らなか

った。

丸太 は,1997年2月 にス ミス家の農

場 を取 り囲む森 の中か ら切 り出され,

同年ニュー ヨーク州ケーズノビアの請
おの

負業者が斧で適当な長さに切断してい

った。そして彼らは開拓時代の建築技
なら

術 に倣い,丸 太 を加工 して二重の平た

い壁を造った。

またエ ンダース兄弟 はこのように話

している。｢小 屋はいろいろな種類の

木を使って造 りました。悪天候の中で

も耐 え得 るほどしっか りしていて頑丈

な種類の木材を使用する必要があ りま

した。ス トローブマ ッ,鉄 樹,か し,

くるみ,な どが おもに選 ばれ ました。

そのほか,ぶ な,と ね りこ,ヒ ッコリ

ーな どの硬木は壁 を造るために使用さ

れ,か えでの木はたるきを造るために

用いられました。｣
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ませた場所付近 に位置する森だった。

その森で,ジ ョセ ブが初めて声に出

した祈 りにこたえ,天 父 と御子が少年
みすがた

ジョセブに御姿を現 し,ジ ョセブには

偉大 な業が備 えられていることを伝 え

られた(ジ ョセブ･ス ミスー 歴史1:

14,20参 照)。

それか ら2,3年 間,.出 稼 ぎで息子が

数人留守になる時期 を除 き,こ の丸太

小屋 はこの10人 家族 でひ しめ き合 うこ

とになる。

1823年9月,預 言者の家族が収穫 で忙

しいこの時期に,丸 太小屋の寝室でジョ

セブは天使モロナイの訪れを受けた。

エ ンダース兄弟 の話 では,こ の夜,

ジ ョセブは一 日の仕事 を終えて,家 族

とともに暖炉を囲み宗教の話 をしてい

たようであった。 ジョセブはその晩い

ろいろ思いを巡 らしていた,と ジョセ

ブの母は語っている。

家族が床 に就 き,兄 弟たち も皆眠っ

て しまってか ら,ジ ョセブは祈 りがこ

たえられるという確信 をもって祈 った。

すると神の使いと名乗 るその方が現れ,

部屋 中が明る くなった。

エンダース兄弟は次のように説明 し

た。モ ロナイはジ ョセブに秩序 ある,

正 しい生活をす るように勧告 した。そ

して神 はジョセブの祈 りを聞かれたと

伝 え,慰 めを与 えた。そ して神はまた,

この大陸の先住民 にもた らされた完全

な福音が記 された古代の記録 をこの世

に もた らすために,ジ ョセブを選ばれ

たことを告げた(ジ ョセブ･ス ミス

歴 史1:27,47参 照)。

この経験は この家族全体の生活全般

を変 えてい くことになる。豊かな農場

と快適な家 を築 き,地 域社会での立場

を確立 してい くこ とは,神 か ら賜った

神聖な任務 を遂行 してい くことに比べ,

さほ ど重要な意味を持たな くなってい

った,と エンダース兄弟は付け加えた。

9月 の神聖 な経験の後,一 家 は悲劇

に見舞 われることになった。11月 にジ

ョセブの25歳 の兄,ア ルビンが亡 くな

った。臨終に立ち会 った医師は模範的

な青年 アル ビンについて,パ ルマイラ

の中で最 もすばらしい青年の一人 と表

現 した。

しか し少な くともアルビンが亡 くな

る1年 前 には,ア ル ビンは丸太小屋の

す ぐ南に,家 族のための白い木造家屋

を建て始めていた。アルビンが亡 くな

ったときには,大 きな柱 はすで に建 て

られ,木 材 はすべ て仕上げが済み,現

場に運ばれていた。アルビンの死の衝

撃が和 らぐと,一 家 は近所の人を雇 い,

家 を完成 させた,と エ ンダース兄弟は

述べている。

快適 な暮 らしを求めたス ミスー家の

努力 もむな しく,農 場 は1825年12月20,

日に レムエル･ダ ーフィーの手に渡っ

てしまった。農場を失 うこ とになった

理 由は明らかにされていない,と エ ン

ダース兄弟は語った。

預言者 ジ ョセ ブ･ス ミスが1827年

1月 の結婚後す ぐにエマを迎 え入れた

のが,こ の木造 の家であった。 またそ

の年の9月,ジ ョセブ とエマが生活 し

ていたその家で,モ ロナイがジ ョセブ

に金版を託 した。

ジョセブは古代の歴史を守 るために,

金 版を炉のれんがの下に置 き,後 に道

を挟んだ向かい側の店の屋根裏部屋へ

と移 した。

しか し迫害や嫌が らせがひ どくなり,

1827年12月,ジ ョセブはエマ と金版を

ペ ンシルベニア州ハーモニーのエマの

両親の家へ移 した。

ス ミス家 の両親は,1829年 の春 には

木造の家 を離れ なくてはならないと知

っていた。それ は数か月前 に同意済み

のことだった。そ して丸太小屋 に戻 る

準備を始めた。

1829年 の夏,『 モルモ ン書』の翻訳が

完成 に近づい たころ,ジ ョセブは8人

の証人に金版を見せるように指示され

たdジ ョセブの父 ジョセブ･シ ニア,

兄 のハイラムとサムエルはこの8人 の中

に選ばれた。

証人たちはスミス家の農場 に集 まり,

預言者の家族が個人の祈 りをささげる

ためによく行 く場所へ と向かった。そ

こで彼 らは金版を目にし,手 にするこ

とがで きたのである。

1829年 か ら1830年 にかけての冬が過

ぎ,春 が訪れた ときには 『モルモ ン書』

の印刷が完成 していた。 ジ ョセブはハ

聖徒の道/1998年6月 号
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一モニーか ら戻 り,丸 太小屋で幾度か

説教 をした。多 くの人が これ らの集会

に集 まり,1階 の2部 屋 を埋め尽 くす こ

とが ほとんどだった。時 には聴衆のあ

まりの多 さで,家 の周 囲の広 い土地や

.東側の道路 にも人々があふれ出すほ ど

であった。

教会が組織 された1830年4月6日 の歴

史的なニュー ヨーク州フェイエッ トで

の大会の後,ハ イラムと父 ジョセ ブは

丸太小屋へ と戻 って行った。

1830年 の秋;ス ミス家 がこの農場で

過ごしたすばらしい時期は幕を閉じた。

9月 の下旬,こ の設立間 もない教会の

2回 目の大 会がフェイエ ットで開かれ

た。ハイ ラムは,父 母 と9歳 のルー シ

ーを農場 に残 し,家 族 をニュー ヨーク

州コールズ ビルへ連れて行 き,そ こで

指導者 を補佐す るように命ぜ られた。

父母た ちもジョセブの指示 どお り,

フ ェイエ ット近郊のウォー タールーへ

移 り住む予定であった。 しか し父ジ ョ

セブ･シ ニァと母 は,穏 やかなパルマ

イラでの終幕 をともに迎 えることはで

きなかった。

ある知人が ジョセブ･シ ニア所有の

14ド ルの手形 を手 に入れ,巡 査官 とと

もに農場 を訪れ,早 急な支払いを要求

した。 ジョセブ･シ ニアがす ぐに支払

えない旨を伝 えた ところ,こ の男 は信

仰 を撤回することを条件 に,借 金の免

除 を認め ると申し出た。ジ ョセブ･シ

ニアがその申 し出を断る と,巡 査官に

逮捕 され,30日 間拘留 された。

エ ンダース兄弟 によると,拘 留中,

ジ ョセブ･シ ニアは囚人二人 を改宗に

導いた。

夫の監禁中,母 ス ミスは農場を去る

ための最終的な準備に取 りかかった。

サムエルは荷物 をまとめ,家 畜 を集め,

家 族を招集 した。

教会員 と合流するためにウォー ター

ルーへ向けて,東 へ と旅路に就いたス

ミス家は,彼 らの丸太小屋に別れを告

げたのであった。□

『チャーチニューズ』(0わσroわ1Vθws)の厚意に

より,1998年1月24日 付け'の記事より掲載。
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言者であ り,ゴ ー ドン･B･ヒ ンク レ

ー大管 長が現代 の預言者 であ るこ と

に,何 の疑 いもあ りません。わたした

ちは大西洋の真 ん中にあるアゾレス諸

島の最 も小 さな島に住んでいても,こ

の真 理を知っています。いつの 日か,

グ ラシオサ島に住むさらに多 くの人々
き ょう

が,今 日わた したちがお話 ししたこと

を同様に語れるよう願っています。｣□

｢分かち合いの時間のためのアイデ乃 追加分1998年6月

下は,初 等協会の指導者が『聖徒

以の道』1998年6月 号 に掲載の｢分
かち合いの時間｣と ともに使用で きる,

｢分 かち合いの時間のためのアイデア｣

追加分である。 これ らのアイデアに対

応するレッス ン,指 示,活 動は,こ の号

の｢こ どものページ｣の8ペ ージ｢し ゅを

しんらい しなさい｣を 参照す る。

1.子 供たちが箴言第3章5節 と6節 を

暗唱で きるよう助けるために,子 供た

ちを4つ のグループに分 け,そ れぞれの

グループに聖句 の一部を暗記するよう

割 り当てる。練習のため,割 り当て ら

れた聖句を静かにグルー プ内の全員で

一斉に繰 り返 させ る
。その後,そ れぞ

れのグループを順番に立たせ,割 り当

てを斉唱するように指示する。同様 に

してさらに1,2度 繰 り返す。次に全員が

聖句全体 を暗唱できるよう以下の練習

をする。ある一グループに黙 っている

よう指示 し,そ のグループに割 り当て

られている聖句をほかの全員に斉唱さ

せ る。一巡するまで続は 最後 に全員が

聖句を正 しい順序で斉唱 して終 わる。

2.何 枚かの紙 に,子 供たちが知 り,

尊敬 している人々の名前 を一つずつ書

く。例 として,監 督,ヒ ンクレー大管

長,聖 文の中や教会歴史初期の英雄な

どの名前が挙 げられる。名前を書いた

紙を入れ物に入れる。一人の子供 にそ

の入れ物か ら名 前の紙 を1枚 引 かせ,

書 かれた名前を大 きな声 で読み上げさ

せる。読み上げた名前の人物の良い点

を一つ挙 げるよう,子 供たちに指示す

る。別の子供を選び,次 の名前を引か

せる。入れ物にあ る名前がすべてなく

なるまで同様に続ける。そ して子供た

ちに次の質問をす る。｢み んながあな

たの名前を聞いたとき,何 と言っても

らいたいです か。｣も し正義 を選ぶな

らば,自 分 自身に対 して良い気持ちを

抱 くことがで き,ほ かの入々 も自分に

好感を抱 くことを話す。

3.司 令官 モロナ イと自由の旗 の話

をする(ア ルマ46章 参 照)。 話を した

後,子 供 たちに聖典か らアルマ書第48

章 を開かせ る。手にマイクを持つ振 り

をして部屋の中を移動する。そ して以

下の質問をしてか ら,一 人の子供 にマ

イクを向けるそぶ りを し,そ の子供に

答 えとしてふ さわしい節を読 ませ る。

その答 えに続 き,ほ かの子供たちにも

聖典か らその節を読ませる。質問｢モ

ロナイとはどんな人でしたか。｣(11節)

｢モ ロ ナイは,自 分は何 もせず に,部

下たちに仕事 を押 し付 けるような指導

者で したか。｣(12節)｢自 分 の権利 と

宗教を守るため,モ ロナイはどんな決

心 をしましたか。｣(13節)｢ニ ー ファ

イの民 はどのような民 でしたか。｣(14

節)｢自 分 を守 る以外 に戦 うこ とを好

まなかったニーファイの民は,ど のよ

うに自分たちを守 りましたか。｣(15節)

｢戦 うの を助け,ど こへ行 くべ きか教

えて くれたのはだれですか。｣(16節)

｢こ れ らの ことか ら司令官モ ロナイに

ついて,ど んなこ とが言 えます か。｣

(17節)も し主 を信 じ,主 の戒めを守

るならば,わ たしたちもモロナイのよ

うになれることを子供たちに思い起こ

させ る。時問があれば,子 供たちに旗

を作 らせる。旗 に｢し ゅを しん らい し

なさい｣,｢い ま しめをまもりなさい｣,

またはモロナイの書いた言葉 と同 じも

の(ア ルマ46:12)を 書 かせる。小 さ

な子供たちには,旗 に書いた言葉 に添

った絵を描かせる。

4.使 徒 ペテロ(『 新約 聖書』)と ハ

イラム･ス ミス(預 言者ジ ョセブの兄

で祝福師)は どちらも,同 じような経

聖徒の道/1998年6月 号

8

､

験 を多 く持った強い指導者である。以

下の言葉が書かれたカー ドをそれぞれ

2枚 ずつ作 る。｢福音のために殉教 した｣
の

｢宣 教 師｣｢福 音 を宣べ伝 えた｣｢指 導

者を守った｣｢牢 に入れ られた｣｢ほ か

の人々に仕 えた｣以 下の言葉を書いた

カー ドをそれぞれ1枚 ずつ作 る。ペテ

ロ｢漁 師｣｢ガ リラヤ に住 んでいた｣

｢キ リス トの時代に生 きていた｣｢教 会

の使徒長｣｢彼 の名前は岩を意味する｣。

ハイ ラム｢農 夫｣｢二 つ の神殿の建設

を助 ける｣｢ア メ リカに住 んでいた｣

｢教会の大管長の補佐｣｢ジ ョセ ブ･ス

ミスの時代 に住 んでいた｣｢彼 は天国

の柱のように強かった｣黒 板 または壁

に欄を二つ設け,二 人の名前 と,で き

れば絵 もそれぞれはる。 カー ドを1枚

掲げ,子 供 たちにどち らの名前の下 に

はるべ きか考 えさせ る。正解 した子供

に,正 しい名前の下 にその カー ドをは

らせる。(両方の名前 に該当するカー ド

もある。)カ ー ドに書かれた内容の中,

どの ような事柄 を知 っているか子供 た

ちに尋ね,教 師の説明を加 える。小 さ

な子供が参加す る場合,で きればカー

ドに言葉を書 く代わ りに絵 をはる。こ
しもべ

の二人は天父の偉大 な僕であ り,わ た

したちもその模範に従えることを全員

に思い起 こさせ る。

5.天 父を知 る方法 の一つに,天 父

の戒めを守 ることがある。 このテーマ

に関する資料 として,｢分 かち合いの時

間 せんた くとけっか｣『 聖徒の道』

1997年3月 号,こ どものペ ージ8,9を

参照する。 また,主 を信頼す るとい う

テーマに関 し,ほ かのアイデアとして,

｢何 度 もいの りな さい｣『 聖徒 の 道』

1997年3月 号,こ どものページ2お よび

｢主 を信頼する｣｢聖 徒の道』1996年1月

号,17-19を 参照する。□
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マレーシアからの留学生がインスティテユート10年皆勤賞を受賞!
堀田 徹

か ら十数年前 のある 日,わ た し

今 の イ ン ス テ ィ テ ユ ー トの ク ラ ス
タン ウン

に陳姉妹,黄 姉妹 という二人の大学生

が登録 して来ま した。二人 とも,来 日

して東京 で 日本語の勉強 を1年 ほど し

て来た とのことで,そ の日本語 はた ど

た どしく,と りわけ黄姉妹は,た ぶん

言葉のせい もあってか静かな姉妹で し

た。二人 とも名古屋の公立大学で薬学

を学 びなが らク ラス に通 って来 ま し

た。その大学の薬学部は入学の競争率

も高 く,入 学 してからの授業 も難しく,

外 国人が 日本語で修学 してい くことは

容易ではなかった と思います。まして

や専門課程 になった3年,4年 で は実験

も多 く,と ても忙 しそうでした。

当時二人は 『聖書』も末 日聖典 もすべ

て中国語の ものを使っていました。見

せてもらうと,漢 字がびっ しりと細か

く並んだ聖典で,大 変驚 きました。

そして彼女たちに とって最初のコー

スがよ りにもよって 『教義 と聖約』で

した。それ も今 のような口語体ではな

く,文 語体 のもので した。 日本人でさ

え理解 に苦 しむ文章 も随所 に見 られま
なんじ

した。例えば｢見 よ,汝 われに尋ねて
たびごと

その度毎にわが 『みたま』 によりて教
しか

えをうけたればな り。 もし然 らずば,
こんにち お きた

汝今 日居 る所 に来 らざりしならん｣と

いった具合 です(教 義 と聖約6:14)。

反語 も頻繁 に使われ,二 重否定 もあ り,

す るべ きか,し ない方が よいのかさえ

考 えなければ分か らない聖文 で した。

わた しが札幌伝道部で働いていたころ,

宣教師訓練集会で このような文語文 を

しばらく読めば,数 人の外 国人宣教師

は意味が理解で きず,す ぐ居眠 りが始

まったもので した。

ところが,こ の二人のマ レー シアか

らの留学生 は異なっていました。彼女

たちは静 かな涼 しい ひとみ を開いて,

一言一言を理解 しようと食い入 るよう

な学習態度でした。わた しは,こ の二

人が一体 どんな世界か らやって来た霊

なのだろうか,と 不思議 に思 うほどで

した。恐 らく最初のころの 『教義 と聖

約』のコースは彼女 たちにはほとん ど

分か らなかったのではないか と思い ま

す。 しか し彼女たちは毎週やって来 ま

した。決 して休み ませんで した。二人

とも,中 国語,マ レーシア語,英 語 を

話す ことが分かったので,難 しい とこ

ろは時々,わ たしの下手な英語で説明

した り,教 材の英文資料 をコピー して

渡 したりしましたが,2年,3年 とたつ

うちにそんなことをしな くて も理解で

きるようになったようで した。わた し

がち ょっとした冗談 を言 った りすると

即座 ににっこ り笑った り,霊 的な経験

を話 していると,彼 女たちの 目にも日

本人 と同じく光る涙 を見 た りすること

もしばしばで した。わた しは,｢あ あ,
み たま

御霊の助 けを受け,と もに霊の喜びを

感じ一つ となって福音を学んでいるな｣

と実感することがで きました。

二人 とも留 年す るこ ともな く,4年

間の大学生活 を見事 に終えて卒業 しま

した。 日本人でさえ留年する人 もある

とい うのに,二 人は初志蓬貫きました。

そ して薬学士の学位を得た後,日 本の

薬剤師国家試験 に挑戦 しました。そう

した中で も決 してイ ンステ ィテユー ト

の クラスは休 みませんで した。普通,

大学 の卒業研究だの論文作成年度だの

資格試験だの定期試験な どになるとイ

ンスティテユー トを欠席することも考

えられますが,二 人は必ずやって来て

並んで座 りま した。そ しで試験 にも見

事 に合格 しま した。マ レーシアか らの

二人の女性が 日本語で受ける国家試験

に合格 した という話題は新聞に大 きく

採 り上げられ,写 真入 りで報道されま

した。わた しは報道されなかった彼女

たちの もう一つの面,つ ま り福音 を学

び,イ エス･キ リス トの教 えを探求 し

ようとす るすばらしい姿勢 と,そ の涙

ぐましい努力 に心か らの感動 と喜 びを

覚 え,胸 の内でひそか に大 きな拍手 を

送 りました。

3年 前,黄 姉妹 に面接 して,早 朝セ

聖徒の道/1998年6月 号
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ミナリーの教師をお願 いしました。わ
へ

た しが面接の意志 を伝 えると彼女はす

ぐ｢危 ないな｣(つ ま りセ ミナ リー教

師の責任が来 るん じゃないか)と 気づ

いたそ うです。

そのときまで彼女は中国語の聖典を

使 っていましたが,日 本人 に日本語で

セ ミナ リーを教 えるために 日本語の聖

典 を使 おう,と 切 り替 えま した。大学

卒業後 は,日 赤の血液セ ンターの薬剤'

師 として働 きなが ら,朝6時 か ら7時 ま

での早朝セ ミナリーを続けました。セ

ミナリーの後,名 古屋市か ら瀬戸市の

近 くまで自転車,電 車,バ スと乗 り継

いで通勤 し,残 業 もこなします。そん

な毎 日の中で,次 のクラスのために外

国語(つ まり日本語)で 書かれた手引 き

や教材 を研究 し準備 をするのは容易で

はなか ったと思います。 また,絵 の上

手な彼女は しば しば教会でポスター作

りな どを頼 まれ ます し,ス テークの神

殿訪問にもよく休 みを取 って参加 しま

す。静かに,し かも主に患実にまた人

に誠実 に奉仕する彼女 には,｢献 身｣と

いう言葉がぴった り当てはまります。

そうした中,イ ンスティテユー トにも

休 むことなく出席 して きま した。6年,

7年,8年,9年 と皆出席で した。1997

年 度,前･後 期をついに無欠席で通 し,

去 る2月8日 の名古屋地区 レギュラーイ

ンスティテユー ト修了･卒 業式において

10年 皆勤賞 を受け,日 本地域ディレク

ターか ら表彰されま した。 わた しの知

る範囲では｢10年 皆勤｣と いう話は聞

いたことが なく,恐 らく日本でイ ンス

テ ィテユー トが始 まって以来の快挙で

あろうと思われます。

その経緯 は単純ではあ りませんで し

た。 しか し,そ こに織 り込 まれた縦糸

横糸の成す霊的な織物には,イ エス･

キ リス トの道 を歩む者,信 仰 とい う道

を進 もうとす る人々の心に訴える大切

な響 きがあると感 じます。民族や国籍

を超えて,末 日聖徒 は主の民 として一

つであ り,そ の献身と奉仕 は美 しい も
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覇鞠翻織

伝道に出る末の息子さんを見送る堀田姉妹(写真中央)と
さ お り

ご家族。左端が文中の手紙をくれた二女の小緒里姉妹。

叢.遜薩

だと思います。死んでしまった後 もお

父さんを喜ばせたい と思い続 けて くれ

るような信頼関係が必要だ と思います。

金 メダルの 目標を抱いても,そ こに

至 るまでの努力がなければ実現は不可

能であるの と同じく,永 遠の命 と昇栄

の目標 を持っていても,努 力がなけれ

ば到達できません。生涯 を通 して神様

を愛 し,そ の戒めを守 り続 け,主 に似

た者 となるように人格 を完成 させ てい

く努力を続けなければならないのです。

それは簡単なことではあ りません。や

り遂 げるにはエネルギーが必要です。

成功への情熱です。絶えることのない

熱意です。この情熱 と熱意のないとこ

ろに成功はあ りませ ん。そのためには

どうして もエ ネルギーの基 となる確固
あかし

とした証 を築 く必要があると思います。

どうすればそれができるで しょうか。

それは,神 様の言葉に従 って,ま た

預言者の勧告 に従って 自分でやってみ

ることだ と思います。人はい くら人か

ら聞いて も,自 分でやってみないか ぎ

り納得 しない し,学 ぶこ とはできない

か らです。自分でや ってみて初めて分

か り,心 の底か ら学び,理 解 し,知 る

ことができるのです。

｢聖 典 を読み ましょう｣と 勧 め られ

ています。読むのです。預言者の勧告

に従 うように勧め られてい ます。まず,』

勧告 を知 るために 『聖徒の道』 を自分

で読 むのです。そしてその勧 めに従 っ

て行 ってみるのです。対象年齢になっ

た らセ ミナリーや インステ ィテユー ト

で学ぶ ように勧 められています。学ぶ

のです。伝道に出る ように特 に兄弟た

ちは勧 め られてい ます。ふ さわ しく生

活 し必要な準備 をして,出 るのです。

どれ も簡単ではあ りませ ん。つ らい

です。しない方がず っと楽です。必ずだ

れにで も障害があ ります。 しないため

のもっ ともらしい理由が次々と出てき

ます。なぜな らサ タンが大 いに妨げる

業だか らで震 だまされてはいけません。

心配しなくていいので魂 神様を信頼 し,

勇 気 を出 して障害を克服 し,や ってみ

ることです。簡単でないか らこそ,わ

たしたちが成長する機会になります。

お父さん,お 母さんに申 し上げたい

と思います。子供たちは親 のものでは

あ りません。神様か らお預か りしてい

るのです。ですか ら神様の方法で育て

る必要があ ります。最 も子供を愛 して

いるのは親ではあ りません。神様です。

親が 自分の言葉で強 く言 うと子供は

反発 します。あ まり言い過 ぎる と親に

背 き,つ いでに教会の ことも嫌 いにな

ります。教会の ことを嫌いになって も

らっては困るので,優 しく甘 く導けば

いいのでしょうか?選 択の自由がある

ので好 きにさせ てあげればいいので し

ょうか?

これは神様の方法ではあ りませ ん。

自分の言葉や 自分の考えで はな く,神

様の方法に従 えばいいのです。家族で

朝晩祈 りをささげる こと。週 に1回,

家庭 の夕べ をして,子 供たち と楽 しく

過 ごし福音 を教えること。 日々のあ ら

ゆる場面にあって主の戒め を守 るよう

教 え続 けるこ と。教会 にともに集 い,

教会の指導者 を敬 うことを教 え,従 順

を教えるのです。

人は聞いて学ぶのではな く,自 分で

行 って初めて学ぶのですか ら,学 ぶ機

会を与えることです。すなわち大変で

もやってみ る機会 を与 えるのです。 口

でや りなさい と言 うだけではな く,や

れるように親 も最大限の努力 をするこ

とです。口で言うだけの親は口で言 う

だけの子供 を育て ます。暴力 を振 るう

親 は暴力 を振 るう子供 を育てます。強

制 と暴力 は反抗 を生み ます。で も厳 し

くても愛 と信頼関係があって,親 も努

力 していれば大丈夫です。聖典を読む

子供を育てたかった ら自分が読むこと

聖徒の道/1998年6月 号
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です。主の勧告 に従 う子供 に したかっ

たら自分 も従 うことです。早朝セ ミナ

リーで学ぶ子供がいたら,親 も早起 き

するくらいの決心を し,送 り迎えが必

要な らしましょう。彼 らは多 くの場合,

まだ 自分ではや りたいと思っていない

し,そ の結果 も分からずにい るのです

から,あ らゆる方法で助けましょう。

そのように して彼 らは学 び証を得 ま

す。純粋ですか ら教 えられるままに学

びます。 もし親が否定的なら,そ の こ

とも純粋 に受 け入れてしまい ます。教

会の批判,指 導者の批判はしないこと

です。主に従うことを教えるのです。伝

道に出ることを勧 め,助 言 し助 けるこ

とです。 自分でお金 をためて出るよう

に助 けるのです。 もしで きなけれ ば親

が助 けてで も出られるようにしてあげ

ることです。お金 に換 えられない証を

得て帰 ります。そのときにすべ ての努

力は報われ,大 きな喜びに変わ ります。

受験期で忙 しくて疲れている子供を,

毎朝早朝セ ミナ リーに送 り出す親の気

持ちは｢山 頂の岩に触 って戻 って来い｣

と言いつけて双眼鏡で見守っていた親

の気持ちに似ています。子供 を伝道に

出す気持ちは,急 なでこぼこの斜面を

突 き落 とす気持ちに似 ています。外見

は大人の ように見 えて も,ま だまだ弱

い手足 と心 で出て行 く子供たちです。

親に信仰 がなければとても耐 えられま

せん。ジャンプで悪天候 に阻まれ失敗

し,肩 を落 としていた原 田選手 を見 て

いるように,は らはらす るこ とがあ り

ます。挫折 を乗 り越えて成長 してい く

だろ うと信 じて見守 り,応 援 します。

挫折があるか らこそ乗 り越えたときの

喜 びが どんなに大 きいか を知 っている

か らです。神様 の守 りを求めて,毎 朝

毎晩熱心に祈 ります。

伝 道に出ている娘 からの先 日の手紙

にこうあ りました。｢伝道って難しいね,

や っぱ り人間,人 に嫌われた くないも

ので。でも宣教師は必ず嫌 われ,ば か

にされ,変 人扱い されます。常識的 な

ことを愛 しているわたしにとって悲 し

いことです。で も一つ冷た くされ,ば

かにされ る度に 『よ し,天 に宝を積ん

でいるぞ1』 と思うことに しています。
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｢無償 の愛:｣を頂 亀,たセ ミナリー

京都ステーク下鴨ワー ド 西村京子

高
校3年 生になった とき,わ た しは

受験の ことで頭 がいっぱいで し

た。早朝セ ミナリーに時間を割 くこと

について最初はかな りの迷いがあ りま

した。

当時わた しには,ま だ小学2年 の小

さな弟 と幼稚園児の妹がいま した。母

も子育てに振 り回されて大変な時期 で

したが,セ ミナ リーのために毎朝わた

しを車で教会 まで送 って くれま した。

またセミナリーの後,学 校へ行 くために

教会の兄弟が駅 まで送ってくれ ました。

早朝セ ミナリーの生徒 はほ とんどわ

たし一人で したが,そ のためにた くさ

んの兄弟姉妹が教会 に集い,わ たし一

人のために助 けて くだ さって,す ごく

不思議 でした。セ ミナリー教師の兄弟

は,わ たしの受験の家庭教師にもなって

夜遅 くまで勉 強を･教えて くださり,そ

れか らレッス ンを準備 されて,次 の早

朝に教会で待 っていて くださいました。

みんなが｢無 償の愛｣を 示 されま し

た。｢受 けるよりは与 える方が,さ いわ

いであ る｣と あ ります(使 徒20:35)。 わ

た しは受けるだけで こんなに幸せを感

じま した。彼 らの模範に従い,わ た し

も与 える方にな りたい と思います。

またわた したちの年代 は様々な問題

を抱えていますが,毎 朝教会で聖典を

分か ち合ってか ら学校へ行 くことで,

神 の国と神 の義 を優先 した選びがで き

たことに感謝 します。(に しむ ら･き

ょうこ 初等協会教師)

み たま はん りょ

御霊を常に伴侶として

松山地方部宇和島支部

川崎江利子

た しは今高校1年 で,セ ミナリー

わをしています。 ほんとうは中学3
年 の ときに始 め る予定 だ った のです

が,朝 早 く起 きるのがつ らく,途 中で

断念 して しまいました。今 ではとても

その ことを悔やんでいます。

セ ミナ リー を始めて まだ1か 月足 ら

ずですが,わ た しはこの間に,す ご く

信仰を強めることができました。

わたしは中学3年 の受験 シーズンか
み たま

ら今 に至るまで,御 霊があま り感 じら

れなかったように思います。その理 由

は,わ た しが神様 を信 じていなが らも

行動 にはその信 じていることを表 さな

かったからだと思います。

わたしは少 し前の クリスマスの ころ

に,｢我 が家 のクリスマス と母親｣に
あかし

ついて証 をしました。そのときの気持

ちは今で も胸 に焼 きついてい ます。母

親への感謝の思い と御霊 で胸がいっぱ

いにな りました。御霊 を感 じたのはそ

のときが初めてではあ りませんが,あ

れほ どすば らしい御霊 を感じたのは初

めてで した。 わた しは自然 と涙が 出て

きました。そ して神様が生 きてお られ

ることを体全体で感 じ取ることがで き

ました。思えばこのころか ら,わ たし

が教会活動に活発になる兆 しがあった

川崎姉妹

のかもしれません。

年が明けて2月 に入 り,今 まで伝道

に行 っていた姉妹が帰 って来 ました。

そ してわた したち青少年クラスの教師

をして くれることにな りました。

姉妹 はわたしたちに,月 標を作 るよ

うに言いました。わた しはセ ミナリー

をすることと,決 まった時間にお祈 り

をすること,そ して 『モルモ ン書』 を

読 むことを約束 しました。 どれ もわた

しには欠けていたことでした。

わた しは2年 目に してや っとセ ミナ

リーに取 り組む ことにな りま したが,

両親 は多忙で教師がで.きないので,自

主学習です るこ とにしました。わた し

はセミナリーを始めてから｢教 会に行

きたい｣と い う気持ちが強 くな りま し

た。今 までは怠惰 な心 を起 こして しま

って,活 発 に というわけにはい き

ませんで したが,今 は｢与 え られた責

任 は全 部 したい｣｢も っ と福音 につい

て学びたい｣と 思 うようになりました。

またわた しには5人 の妹がい ますが,

今 までは妹が泣いていて も,わ た しの

気分次第で どなりつけることもあ りま

した。 しか し今では慰めることがで き

ます。 このことはほん とうに天のお父

様か らの祝福だ と思い ます。 またわた
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しは,人 を赦す ことと,他 人のために

祈ることを覚 えました。 わた しはセ ミ

ナリーをすることによってほんとうに

霊的に成長することがで きました。

今 わた しは,い つ も御霊 をそばに感

じることができます。今わた しからセ

ミナ リーを離 した ら,そ れは罰を与 え

ているのと同 じことです。それ くらい

セミナ リーはわた しにとって重要なも

のとな りました。わたしは聖典を通 し

て,ま た御霊を通 して天のお父様や イ

エス様がお られ ることを証 で きます。

わたしはまだ'『新約聖書』 しか勉強し

ていませ んが,セ ミナリーの年齢が過

ぎてもず っと学 びたいと思います。そ

していずれは伝道 に出て立派 な宣教 師

にな りたいと思います。

｢あ なたがたの天の父が完全 であら

れるように,あ なたがたも完全 な者 と

なり1なさい。｣(マ タイ5:48)

わ た しはセ ミナリーをすることによ

って少 しずつで も神様に近づ きたいで

す。また家族が永遠であることを証 し

ます。(か わさき･え りこ)
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